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0
と予想できるので、数学的帰納法で示す。 1n のとき成立。 
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と仮定すると、
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  ……(答) 
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24641.11.1 44 a より、 1n のとき 0)(  ng 、 2≧n のとき 0)(  ng であるから )(ng は単調増加。 
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したがって、 nf を最小にするのは 2n  ……(答) 


